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会誌の表紙写真を募集します 

ＪＳＲＣの会誌は年 4 回発行していますが、表紙写真は毎年度改定しています。表紙は縄文

柴犬をアピールする重要な手段で、これまで縄文柴犬の特性を示す様々な角度からの写真を載

せてきました。来年度の会誌表紙写真を募集しますので、日常の縄文柴犬との暮らしの中でと

らえたショットをぜひお寄せください。 

平成 29 年 1 月末に募集を締め切り、事務局等で審査の上、来年 3 月発行の会誌で採用写真

をお知らせし、来年 6 月号から再来年の 3 月号までの表紙を飾ることになります。 

写真の題は問いませんが、写真に人が一緒に写っている場合には、その方の了承を必ず得て

ください。送付先は編集事務局の黒梅までお願いします。 

  

◆次号会誌 33 号発行は 2017 年３月 10 日予定。原稿の締め切りは 201７年 1 月 20

日です。 

☆会誌の原稿は、編集事務局（〒920-1302 金沢市末町 14-60－2 黒梅明 popolo117@fork.ocn.ne.jp）、

もしくは会事務所に郵送、あるいはメールで送信ください。ぜひ、愛犬の写真も添えてくださ

い。 

 

特定非営利活動法人 縄文柴犬研究センター 
会事務所：〒014-0073 秋田県大仙市内小友字堂ノ前 119 番地 5  ☎0187－68－2976 

    http://www.jomon-shiba.com/    encounter_shiba@jomon-shiba.sakura.ne.jp 

郵便振替口座： 02280－2－106951 
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 シバの散歩道(31) 
 今年に入ってシバの様子に異変を感じる

ようになった。雨降りでもないのに小屋の

中に置いてあるダンボール箱にうずくまっ

ている。晴れた日の外にいるときでもぼん

やりして生気がない。立っているとき後ろ

足が震え、尻尾が垂れていることもある。 
 「おい、シバ、年とったのか」と言いなが

ら頭を撫でたり抱いたりしても、私を見る

眼に覇気がない。 
 八月ごろから、猛暑のせいなのか、眼やに

が出るようになった。ホウ酸水で洗えばい

いということなのでホウ酸を買い求め、お

湯に溶かし、綿棒に浸して毎朝毎夕、散歩の

とき清拭した甲斐があってか、この秋には

だいぶ治ってきた。 
 シバは平成 16 年(2004 年)生まれの満 12
歳。もはや老犬である。人に譬えれば私と同

じような年齢だろう。私は来春、古希を迎え

る。 
 自分の来し方を振り返って早いとか遅い

とかの感慨に捉われることはないのだが、

シバについては、あっという間だったなと

思う。シバが生まれて最初の冬、雪やぶで跳

ね回って喜ぶ姿が、つい先ほどのように私

の脳裏に焼きついている。 
 以来、今日までの間の毎朝毎夕の散歩、そ

のあとの食事、これがシバにとっての最大

の愉しみになっているのは言うまでもない。

散歩の時刻がちかづくとクーン、クーンと

鼻を鳴らして催促する。夏場は朝も夕方も

六時ごろだが、日の短い冬場になると、朝は

六時ごろでも夕方は三時過ぎには騒ぎ出す。

食事は散歩を終えてからだ。 
若いころからシバは散歩も食事も催促は

していたけれど、私の留守中は、催促の時刻

になっても驚くほどおとなしくしているの

だという。申し分けなさそうに低く小さな

声で、もしかして忘れているのではありま

せんか、といった、懇願するような調子らし

い。 

 
 
 
それが最近は、私がいなくても、早く散歩

に連れて行け、早く食事を持って来い、と命

令調に変わってきたというのだ。「年を重ね

るにしたがい威張ってきた。態度がでかい」

これが家族の感想である。耄碌したのだろ

うか。 
 私に対しては若いころから命令調であり、

それゆえ私は家族から、シバの召使と言わ

れている。それでも私は一向に構わない。お

ー、よしよし、と頭を撫でて可愛がっている

のだ。そういう間柄なのである。 
 
目覚めれば暗いうちから急かされて 

散歩コースをシバと行く日々 

 
生後三ヶ月で遊びに来た子供もいまは三歳 

 
 この稿を書いている十月下旬の現在、朝

五時過ぎになるとゴトゴト音を立てて小屋

から這い出し、庭に置かれたブナの切り株

にお座りしながらクンクン鼻を鳴らしはじ

める。周囲が薄明るくなると声高になり、し

まいにはワンワンウーッと吠え立てる。近

所迷惑を心配しながら、それでも無視する

とどうなるか。数分後、ふてくされたのか、

小屋に戻ったまま出てこない。 
 散歩は雨降りでも欠かさない。時間にな

ると小屋から顔を出し、騒ぎ出すのだ。散歩

から戻ると速やかに小屋にこもったまま食

事の催促もしない。そのぶん、雨がやむと騒

ぎ出すので、外で与えている食事を雨降り
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の日は、最初から小屋の中に置いておく。 
 わが家では家族が食事しているとシバが

吠え立てるので、家族より先にシバに食事

を与える。そうでないとうるさくておちお

ち食事をしていられない。シバを中心に動

いていると家族が愚痴をこぼす所以である。

仕方がないではないか。それで不都合はな

いのだ。 
 近所迷惑になるほど騒がしく吠え立てる

こともないし、人には尻尾を振り振り愛想

がいいから子供たちも遊びに来る。シバは

全身で喜びを表している。 
※   ※   ※ 

 日々、シバと散歩しながら環境について

考えさせられるのは、それが現在、好ましい

状況ではないからだと思う。環境と私たち

の生活とは密接に関わっているわけだから、

どうしても私たちの生活のあり方やその関

係性が問われなければならないはずなのに

不問にされているようだ。 
もしかしたら、この連載で前に引いたこ

とがあるかもしれないが、「Think Globally, 
Act Locally」(地球レベルで考えて行動は足

元から)という半句がある。私の場合、「行動

は足元から」に、故郷やシバの散歩で遭遇す

るさまざまな問題が該当する。 
それらの問題が依然として改善されてい

ないのは、人びとの意識が変革されていな

いからだと思う。最近の事例を挙げれば、川

は相変わらず汚いし、盗難と思われる自転

車が放置されていたり、タヌキやジムグリ

の変死体が路上に転がっていたりなどして

いるのだが、人びとは総じて無関心である。 

 
何日も放置されている自転車 

 
車道に転がる、まるまる太ったタヌキの変死体 

 

 
雨に打たれるジムグリの死骸 

 
これまで再三述べてきた「犬猫問題」やゴ

ルフの打球問題、これらの問題を改善しよ

うとしない行政や住民、それがまた、この地

域社会の体質でもある。 
 さらにつけ加えれば、問題を改善しよう

とする私のような個人を悪者扱いにして排

斥しようとする体質が根強くこの社会には

浸透している。自浄作用を欠いていると言

っていいだろう。 
先日も、これまでに何度か遭遇したこと

だが、「犬猫看板」の設置された橋を渡って

いると、つっけんどんに言い放った年配の
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男性がいた。 
 「どご歩いているんだ、こら」(どこを歩

いているんだ、こら) 
 シバといっしょに歩いている私を暗に非

難しているのだ。 
 私は怒り心頭に発し、感情を爆発させた。 
 「うるっせーッ、このヤローッ、なんだと

ッ」 
 昔、映画で見たようなヤクザまがいの押

し殺した声で凄んだのだ。相手の男性は私

の迫力に圧倒されたようで、小走りに私を

振り返り振り返りしながら退散した。ここ

では言論など通用しない。恫喝が有効であ

る。 
 ドスを効かせた私の声に、傍らを散歩中

の、近所の顔見知りが何ごとかと驚いた表

情で通り過ぎた。散歩のコースと時間帯が

同じでときどき出会うことがあるのだ。 
 「あっ、どうもこんにちは」 
 私は一転して平常どおりの声で挨拶した。

顔見知りは事情を解せないらしく怪訝な顔

をしている。私はバツが悪くなり言い訳が

ましく言葉を続けた。 
 「犬を連れているからといって公共の橋

を通行するなという市役所の看板はおかし

い。そんな権限があるわけもないのに、いっ

たいナニサマだと思っているんだ。しかも

それを楯にとって、住民が見知らぬ通行人

を規制する言動をとるなどと、ふざけた話

だ」 
顔見知りは、うんだ、うんだ、と相槌は打

っているものの無理に笑っているのか、顔

が歪んでいるように見えた。関わりたくは

ないのだろう。 
 おそらく、と私は想像する。顔見知りは帰

宅して、あすこのオヤジはありゃ、暴力団み

たいな人だ、と噂するのはほぼ間違いない

だろう。 
※   ※   ※ 

 「犬猫看板」の問題に関心ある人がいない

わけではない。ここに正反対の二つの事例

を紹介しよう。一杯飲み屋のカウンターで

隣人に話しかけられた。初対面のその男性

は私より年長で市役所 OB とのことだった。

「犬猫看板」は常々、よろしくないと思って

いたそうである。その男性は犬は飼ってい

ないという。 
 「犬を伴っているからといって公園に入

ってはいけないとか、市道を通行してはい

けないとか、しかもこれ見よがしに看板を

立てているのは見っともないし正当な理由

もない。根深さんは本当によく闘っている

と思います。がんばってください。陰ながら

応援します」 
 と、概ね、こうした内容だった。 
 「言ってくれるだけで励みになります。あ

りがとう」 
 そう言いながら嬉しくなった私は、熱燗

で二合徳利をもう一本追加注文した。 
 ビール一本と二合徳利を一本飲んで引き

上げようと思っていたのだが、そうもいか

なくなったのだ。行動しなくても理解して

もらえるだけでありがたいと思う。 
 もう一つ、これから紹介するのは、「犬猫

看板」の問題を絶対に理解しないし、しよう

ともしない度し難い、私と同年輩の猫好き

な女性の事例だ。 
 「あなたは間違っています」 
 「いきなり何ですか。何が間違っているの

ですか」 
 「社会のルールや秩序を無視しているで

はありませんか。どうしようもない奴とは

あなたのことを指すのです。許しません」 
 電話の向こうで声を荒げ、まくし立てた。

とんでもない馬鹿者がいるものだと呆れ返

って訊いていた。 
 「ちょっと待ってください。一方的に何で

すか。私の話を訊きなさい」 
 「訊く必要はありません。あなたは頭が変

です。あなたは狂った思想の持ち主です。教

養がないのです」 
 言いたい放題だ。私が話そうとすると、さ

らに声量を上げて早口になり、絶叫調にな

った。勝気な女である。 
 「あなたは外国だの、日本の他所の町の例

を出すけど、それは屁理屈というものです。

ここは弘前なんですよ。わかっているんで

すか。自分の故郷のことを悪く言う人を私
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は許さない。嫌いなら出て行きなさいよ。あ

なたみたいな馬鹿者に奥さんがよく就いて

行くもんですね。呆れてしまいます。私の夫

は元校長、元教育委員会で先生方を管理す

る仕事をしていたんですよ。あなたとは違

うんですよ」 
 開いた口が塞がらないとはこのことであ

る。「弘前を出て行け」との発言に思い当た

ることがあった。以前、この連載でも述べた

が、匿名の手紙にそのようなことが書かれ

てあったので、その話を持ち出すと、 
 「あなたみたいな人には当然でしょう」

と、侮蔑の口調で言う。 
 「あなたのような上意下達に盲従するの

は如何なものでしょう」 
 私は上意下達を「ジョウイカタツ」と発音

したのに、その女性は独断と偏見まる出し

でこう嘲笑した。 
 「言葉の使い方も知らないのね。『ジョウ

イゲダツ』ではなくて『ジョウイカタツ』と

言うのです。勉強しなさい。」 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ババァであっても女性とあれば怒鳴りつけ

るわけにもいかない。失礼とは思いつつも

私は電話を切った。異なるさまざまな情報

を統合するすべを持たずに対立構造をつく

ってしまう思考方法は改善されねばならな

い。 
 
 寒風にこころ乱れる秋のあめ 

啼き渡りくる白鳥のむれ  

 
空高く啼きながら飛来する白鳥の編隊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
諸料金一覧 

会 費  ・ 入 会 金         1,000 円 
              ・ 年 会 費        5,000 円 
       登録料   ・ 血統書発行 一頭   1,500 円 
              ・ 犬 舎 名      2,000 円 
              ・ 登録再発行 一頭   1,000 円 
              ・ 単 独 犬         2,000 円 
 
血統登録について 

  ①．仔犬が生まれた方は御一報下さい｡(用紙送付)  
  ②．申し込みには登録料が必要です。 
  ③．血統登録、犬舎名登録は五文字以内で、漢字には必ずふりがなを付けること｡ 
  ④．両親犬のカラー写真(5×6 ㎝以上)を添付｡ 
  ⑤．二週間以内に､カラー印刷で発行しております。 
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秋田県 藤原庸子 

こんにちは。秋田の藤原です。 
秋も深まり稲刈りシーズンやってきまし

た。くろちゃん！にとって秋は、KBI!!!! 
コオロギ、バッタ、イナゴ！！(ダイゴさん

みたいに頭文字で表してみました) 
秋は毎日KBIに夢中のくろちゃん！ 稲

をバックにした最近のくろちゃん！の写真

を送ります。 
くろ（2014・7・10 生、黒毛、雄） 

 

神奈川県 高橋守一 

こんにちは。モモの飼主の高橋です。 
モモが赤ちゃんを産むために、7 月 3 日、

秋田の五味さんに送るために、羽田空港に

行きました。まだ２才半を過ぎたばかりな

のに、もう、お母さんになるなんて、大丈夫

かしら？と不安でした。子供など産まなく

とも良い。モモだけを大事に育てようと思

いましたが、女房が、メスだから、一度はお

母さんになってほしい…と言うので秋田に

送りました。 
8 月 31 日に仕事から帰って来たら、二階

のケージでモモは、２匹の赤ちゃんを産み

落としていました。１匹は、残念ながら亡く

なりましたが、１匹の赤ちゃんは順調に育

ち、半月後に 550ｇに成長。とっても可愛く

毎日20ｇずつ増えていますが、五味さんは、

早産の為、成長が遅れていると言います。 

 
 
 
 

 
私が縄文柴犬を知ったのは、赤旗日曜版

で、以前の犬が 16 才で亡くなって、6 年近

く経って再び、犬と散歩したくなり、五味さ

んからモモを譲り受けました。犬の知識も

殆ど無く、ただ、以前の犬と同じく散歩でき

れば…という気持ちだけでした。しかし、会

報で、他の会員の情報を知り、五味さんの助

言も受けながら、モモと、自分の生活の中で

大事に向き合うようになりました。 
今はモモの赤ちゃんを女房と大切に育て、

我が家の会話の中心になっています。毎日

の体重を測り、記録し、とても充実した日々

を送っています。 (2016.9.15) 
モモ（2013・10・22 生、赤毛、雌） 

 
 先月の 10 月、三歳になりましたモモです。

美犬でしょ！犬の散歩仲間から“スマート

だね、俊敏で素晴らしい運動能力ね”と。何

犬ですか？よく聞かれます。 
そんなモモが 8 月にめでたく、お母さん

になりました。子犬は黒柴で家族は大変喜

んでます。私達は誕生から２ヶ月間、母犬を

最小でサポ―トしてます。子犬は離乳食を

完食し、家の中を自由に飛び回り遊んでま

す。なかなかのオテンバ娘で気が強そうで

（平成 28 年）2016 年 12 月 10 日     Jomon Shiba               第 32 号

おたよりコーナー   ＊投稿は随時受け付けています。 
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強情みたい。11 月中旬、里親にお渡ししま

す。さびしい～ 
先方に可愛がられます様に元気で大きく

な～れ 

モモと仔犬（相模の桃姫：2016・8・31 生、黒毛、

雌） 

 

秋田県 金沢 聡 

秋田の「蓮(レン)」こと(駒の舞姫)も、先

日無事に満一歳を迎え暑い毎日が続いてい

ますが、元気一杯です。 
オテンバ娘ですが、花嫁修業の一環とし

て躾教室なるものに参加してきました。人

前では、静かで他の犬たちに吠え掛かるこ

ともなく、おしとやかな振舞いでした。歩行

訓練では、一切歩かないという頑固さに飼

い主側としては困り果ててしまいましたが、

トレーナーの方も縄文柴犬の性格を理解し

ておられ、他の犬種との違いを参加者の

方々に説明して下さいました。 
今回は一歳の区切りとして投稿いたしま

した。 
 

蓮（2015・7・31 生、赤毛、雌） 

 

福島県 一ノ澤義雄 

会員の皆様、ご無沙汰して居ります。 

今まで使ってたアドレスがサイト閉鎖の

為に使えなく成りましたので、新しいアド

レスに変更致しました。初めての書き込み

に成ります。テストを兼ねて？最近の近況

報告を致します。 

 我が家のそら姫(天の白露)は毎年発情が

遅れても 1、2 日でしたが、先月 7 月の 24

日前後に発情が来てましたので、今年は作

出をと思ってましたが、今日現在まで発情

の気配が全く有りません！ これも今年の

異常気象の亜熱帯気候の影響なのか…？生

後半年ピッタリに発情が来て以来、その後

は半年ごとに来てた発情が、今年は暑さの

影響で子育てには厳しいと？体が反応して

発情が来ないのか…。 

 五味さんはご存知ですが、当犬舎は作出を

する為に人間が住める位の環境で犬舎を作

りました。断熱材を入れて、住宅地ですので

騒音の対策を兼ねて遮音シートを二重に貼

ってます。それでか、犬舎の近くの前の家の

方も前回の作出で４頭の子犬が産まれても

全く気付かなかった様です(笑) 

 子育てが出来る様に、夏場の対策として扇

風機等も設置してます。友達から使わない

ウィンドウタイプのエアコンも頂きました

が使ってません。冬場の子育ての為にと、室

内温度が低く成らないように暖房設備もし

てます。 少しでも快適に子育てが出来る様
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にと自分で建てた犬舎です。住宅地ですの

で一番気を使ったのが騒音ですが、そら姫

は知らない方が我が家敷地内に入ると必ず

吠えますが、それ以外は全く吠えない様に

してます。お陰で良い番犬になってます

(笑) 

 気温の関係で繁殖能力が落ちるとの五味

さんの ML での書き込みが有りましたので

その影響が我が家のそら姫にもあるのかも

知れません。毎年夏の室内気温は 30℃を超

えたことは無かったのですが、今年は連日

32℃越えで扇風機をフル回転で回してまし

た。35℃越えの時が１度有りましたので自

宅に避難してました…(;^_^A) 温度計は 2

か所に設置してます。屋根付近とそら姫の

体の中心位の高さに設置してますが、温度

差は平均で 3℃です。扇風機と外気の効果だ

と想います。私の体調と相談して今回発情

が来たら少しでも動ける間に作出を考えて

ましたが、今回の発情が空振りで次回に持

ち越し？の気配です…。 

 今年のこの暑さで一番の心配は水を全く

飲まないので脱水症状に成る事を心配しま

した！水分は食事でしか摂取しないので水

を与えて置いても全く飲まないので心配し

た次第です。でも、流石にこの暑さだったの

で 5 年目にして水を飲む様になりましたが

飲み方が下手なのか？むせって咳き込んで

ばかりでした(笑)。でも何とか飲むことを

覚えたので、一安心を致しました。 

病気＆怪我も全くしないで 5 年目を迎え

ましたが、色々とそら姫には楽しませて頂

いてます。今回は文章が長く成りましたが、

次回はそら姫が覚えた人間の言葉の単語の

話をと考えてます。同じ意味(止まれ

→stop→待て)ですが、その様な言葉をどの

位認識してるかを試してますが、いまの所

146 個の単語を理解してますので、そのお話

をと考えてます。 

 史上最大級の台風が福島県近辺を通過予

定で、この進路に入る地域では最大限の対

策をお願いしたいと思って居ります。何事

も無く通過するのを祈るしか無いですね！ 

 

そら姫（2011.7．24 生、白毛、雌） 

 

 １日に何回もそら姫と散歩をしてます。雨

にも負けず台風にも負けず散歩をしてます

…^^; 

 そら姫の体調管理は私より優先的にして

ます(笑)体重には一番気を付けてますね！

この暑さでも食欲も落ちないで元気に河川

を爆走してますので、筋肉も落ちないよう

に遊ばしてます。 

 今もベスト体重 10.5 ㎏前後を維持してま

す。体内時計も健在で、夜の７時には自宅に

１時間ほど入れてもらえるので、決まって

５分前には催促のお声のワンが掛かります

…(;^_^A) 

以前話しましたが、一年間自宅にて過ご

してたので、自宅の大きな時計を見て 8 時

近くなると玄関に居座り、帰るとアピール

致します。その時には必ず時計をみてから

動きますので、針の位置を未だに記憶して

る様です。夜の 8 時になると犬舎に戻るか

ら、玄関を開けてとの催促だと思いますね。 

先日も掛かり付けの獣医さんからも、相

変わらず筋肉質ですねと云われました。お

陰で、近所の 4 倍もあるお友達の雄犬もタ
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ジタジです…(笑)負けん気が強いお転婆姫

様です。 

 夜の散歩のときに数回ほどタヌキの足を

銜え、数ｍ程引きずったりして参ってます。

ダニが怖いですからね！ その他にもイタ

チ？等も多く居ますので、最後の夜の散歩

は気が抜けませんね！動きが速いので一気

に加速して、とうとう 50 ㎏対応のリードも

切ってしまいました (;^_^A) 

今は予備で買ってた 50 ㎏対応のリード

を使ってます。壊したリードは 5個目です。

お転婆ぶりを発揮して、狩猟本能は今でも

健在です。今度はその上の 80 ㎏対応？のリ

ードかな…… 

 

本来なら今年の７月の終わりに発情が来

るはずでしたが異常気象？の影響なのか判

りませんが、二か月も遅れての発情でした

ので今年は作出をと思ってましたが、発情

も短期間で終わってしまいました！通常は

最低 3 週間位ですが、今回は 2 週間で終わ

り、出血も少なくてあれ？と想う位終わっ

てしまいましたね。 

 異常気象で気温も高かった影響で、この暑

さでは子育ては無理と体が反応したのかは

判りませんが、今回までは 1～2日の狂いで

半年ごとに発情が来てましたので、今年こ

そはもう一度そら姫を母親にさせたかった

な、と想ってたのですが残念です！ 

来期に持ち越しですが、私の体調次第で

すので、来期はどうなるか来年にならない

と分かりませんね(;^_^A) 各県に繁殖セ

ンターが有れば楽なのでしょうが相手も居

ないのでは仕方がないですね！ 

アクアマリンふくしまに縄文の里の展示

が有りますが、そこに今年宮城県生まれの、

さくらちゃんと言う名の女の子の縄文柴犬

が展示されてます。当研究センターの HP も

見たと話してましたが、秋田の方から購入

したらしいです！ 

電話で当センターは育成して頂ける方に

譲渡してると伝えたら、「えぇぇ～！」と言

ってましたね…。 

連絡頂けたら、当センターでも対応が出

来たかも知れませんでした、とお話をしま

した次第です。 

結構なお値段だったようです (;^_^A) 

詳しくはあえて聞きませんでしたが、サ

ポートも出来たのに残念でした。通常の犬

とは違うので扱いに困ってたようです(笑) 

私は、通常の犬とは異なり、野性的な気性

ですので、と伝えて参りました。 

そんな訳で、いわき市には３頭居ること

になりました♪ 

 

巡回する縄文柴犬 

－クマの出没情報・訪問記 

        秋田県 五味靖嘉 

先日､これまで既に 2~3 度訪問していた

が 2011 年生まれの雄犬の様子と地域環境

の確認のために訪ねた｡奥羽山脈の山懐の

大きな川沿いに、数軒の静かな佇まいがあ

る。2~3 年前は「この集落にクマは来ない」

と聞いていた地域である｡ 
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F 氏と縄文柴犬のブナ 

9月 30日に訪ねると､やや肥満気味だが､

体型の締まったきれいな犬が､庭先に寝そ

べっていて､車を進入させると間髪入れず

寄ってきた｡私はこれまでに何度か訪ねて

いたので､この犬の呼び名を知っている。

「橅（ブナ）」と声をかけると、警戒しなが

らゆっくり寄ってきた｡私だと分かると､激

しくジャンプし飛びかかり、狂いそうに見

えるくらい喜んだ｡ 
 着いて間もなく､来訪者があった｡注意深

く観察すると､ブナはその来客に寄って行

き､等間隔で臭いを取っていた｡一定の距離

が保たれているので､来客は困った様子で

も無く､そのまま飼い主の F 氏と立ち話で

用件を済ませ､ブナも警戒するではなく、来

たときと同じように、帰って行く時も等間

隔でついて行き、見送った｡この犬は､こう

した行動には､無言で全く吠えることはし

ない｡ 
犬を自由にさせるには､それなりの理由

があった｡もう 5、6 回になるが､自宅から

200 メートルほど離れた田んぼに収穫期の

稲の実がつき始めた頃からクマが来て、そ

の実はしごかれて食べられていた｡それだ

けでは無く､田んぼの稲を根元から踏み倒

し荒らし回っていた｡元クマ猟をしていた

F 氏は､一頭の雄クマであろう？と判断し、

この縄文柴犬に巡回パトロールさせること

にした｡それから 2、3 度､ブナの吠える声を

聞いた｡普段は啼かないブナだから…恐ら

く茂みにクマが潜んでいたのだろうか。9月

25 日から以降､周辺ではクマは観察されて

いない｡ 
今年は栗も柿もドングリも､実は殆ど付

かない､と狩猟を辞めたＦ氏だが 80 歳を超

えても山を良く観察していた｡ 
私にはもう時間がないので､車に乗り込

むと側まで寄ってきたが、ゆっくり走らせ

ると､村はずれまで追いかけて来た。スピー

ドを上げると、ブナは立ち止まって、私の車

のミラーから消えた｡ 
         （2016．10．1） 
左から・庭を巡回する。 

・半径一キロ以内の道路をパトロールする｡ 

・途中まで見送る？のに付いて来た｡ 

 不思議なこと 

石川県 黒梅 明 

キューといつもの散歩の森を歩いている

と、いろんなことに気づいてハッとします。

キューは私の驚きの発見にはお構いなく、

何か動くものを見つけたようです。キュー

を自由にさせて、私はカメラを手に森の中

をゆっくり歩きます。 
梅雨から真夏にかけて、生き物の活気が

旺盛になります。その頃、不思議なことによ

く出会います。 
コンクリートで囲まれた一片 3 メートル

ほどの水槽に、小さな浮草が青々とぎっし

り広がっています。そのコンクリート壁に、

発泡スチロールのような少し汚れた黄色味

のある塊が見えました。なんだろうと思っ

て近づいて触ってみると、それは泡でした。

モリアオガエルの卵なのです。この森には

小さな池がいくつもあり、そのあたりには

クルミの木が茂っていて、この時期はその

枝葉にモリアオガエルの卵塊がたくさんぶ
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ら下がっているのを見ることができます。

その下は池なので、孵ったオタマジャクシ

は下の池に落ち、自由に動き回っています。

コンクリートの壁に卵を産んでも、下に水

があるので、オタマジャクシには何ら不自

由はないようです。それにしても、前例にと

らわれない発想のカエルもいるものだと、

思わず微笑んでしまいます。 
犀川の蛇行跡に残された窪地が池になり、

崖下に残っています。その池にカメが住み

着いていて、この時期になると崖を登って

来て、明るい場所に産卵します。約 20 メー

トルの段丘崖の崩れたところからノロノロ

登ってきます。登って産卵する場所を探す

のです。ところが、崖下の河川敷にブルドー

ザーで積固めた土砂積があり、2 メートル

ほどの、上が平らな台形の土堤になってい

ます。キューが登って、高い声でワンと鳴く

ので寄ってみると大きなニホンイシガメで

した。カメは穴を掘って産卵しようとして

いました。キューがカメをくわえて遊ぼう

とするので、リードをつけてカメから離れ

ました。産卵のために登るという習性を変

えることなく、高い崖を登る苦労を省いて、

人工の低い土堤を登って産卵場所とする知

恵者のカメに、またまた微笑んでしまいま

した。 
前夜が蒸し暑く雨の降らなかった翌日の

朝のキューとの散歩では、ヘビの抜け殻に

よく出会います。草の少ない、石ころ混じり

の平らなところに、脱皮した跡が残ってい

ます。同じ頃にいくつも見つけますが、どれ

も皆、棒のようにほぼ一直線に横たわって

います。頭が少しくびれ、しっぽのあたりが

曲がっています。ヘビが脱皮で苦労するの

は、始めの頭と最後のしっぽなんだなと思

ってしまいます。 
梅雨が上がり始めて暑い陽射しの日が続

く頃、散歩の森の崖下にある河川敷の土砂

堆積場の原っぱは、土が乾いて埃っぽくな

ります。草地を突っ切るダンプやブルの通

り道は、白い粉が吹いたようになっていま

す。その幅 4 メートルほどの乾いた地面に

線模様がいっぱいついています。ジグザグ

したもの、ほぼ一直線のもの、丸い円を描い

たもの、らせんのようにぐるぐる巻きのも

の、、、、キャンバスに自由に線を描いた抽象

絵画のようです。何かと思ってじっと見る

と、その先にはミミズが土埃だらけでクニ

ョクニョしています。線模様はミミズの這

った後なのです。線の中に干からびて死ん

でしまったミミズもあります。川の方の草

むらから出て、森の方の草むらに向かって

いるようなのですが、どうも一直線に動い

た跡がついているものは無事にわたり切っ

たようで、ジグザグしているものは疲れ切

って死んでいくようです。干からびてミイ

ラのように固まったミミズを見ると、なぜ

か哀れを感じます。それにしても、なんでこ

のような一斉大移動を行うのか不思議でな

りません。自然界の不思議な行動の多くは、

生物の生殖行動と関係があるという話を昔

聞いたような気がしますが、生殖能力の枯

れかかった老人の私には、小さなミミズと

いえども、命がかかった行動に感服するば

かりです。 
ところで、リードを放されたキューは駆

け回り、私の先をグングン行くので、私はつ

いていくのに汗をかきます。立ち止まって

息を整えていると、いつの間にか私の衣服

に草の実がくっついているのに気づきます。

ヌスビトハギやイノコズチです。キューの

体にもくっつきますが、イヌの毛には絡ま

ないので、触れると直ぐに滑り落ちてしま

います。私は払っても落ちない草の実を、散

歩が終わってから一つ一つつまんで落とす

のに苦労しています。 
救（2011・7・7 生、黒毛、雌） 
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山でクマに出会ったら ―ＭＬ交信から 

「縄文ひろば」のメーリングリストで交信

されたクマの話を転載します。 

 

こんばんは。みなさまに質問です。 

皆さんはワンコちゃんを山へ連れていきま

すか？山では熊に出会ったことはあります

か？熊に出会ったら縄文柴犬は立ち向かうの

でしょうか？ 

私はしばらくくろちゃんを山へ連れて行っ

ていません。その山は山と言ってもあまり人は

入らないハイキングコースみたいな所で、人も

いないし、気兼ねなくくろちゃん！を自由にし

て、あまりにも楽しそうに走ったり歩いたりす

るから、以前はよく行っていたのですが、、。 

最近、その山の入り口には熊出没注意の看板

がありまして、また秋田県では熊に襲われて死

んでいる方もいますので、怖いっていうのが本

音です。その山のふもとはリンゴ畑になってお

り、怖さは倍増です。熊が出没しているのかは

まだ聞いていませんが、カモシカがいるぐらい

だからいるだろうな。 

山にはもちろん熊がいて当然だとは思うの

ですが、鈴もったり、ラジオかけたりしていて

も最近の熊は襲ってくるみたいだから、山へ行

くの躊躇しています。皆さんはどうですか？ 

 （秋田県 藤原） 

 

こんにちは。秋田の県北に住んでいます金沢

です。 

先日の県内ニュースで今年の熊の有害駆除

数が発表されて、その数(217 頭)にビックリで

した。春の死亡事故を受けてから、連日の目撃

情報がニュース・新聞を騒がせており、この秋

のブナ不作？により、ますます人里に下りてく

ることでしょう。 

こちら側に余裕がある状況で出会った時の、

野生の熊の漆黒の輝きは本当に美しいです。 

よく山歩き(山菜・キノコ採り含む)する方は、

鈴やラジオ等音が出る物を身に付けるようで

すが、私の場合は、何も付けずに静かに山中を

徘徊しています。こちらが静かにしていると意

外と早く、熊の気配を感じ取ることが出来ます。 

今年の春に、前方 20～30m 程先で、ガサガサ

と音がし見てみたら、二頭の子熊が此方に走り

込んで来るところでした。ホーィと声を上げる

と此方の存在に気が付き、別方向に逃げてゆき

ました。(これは余裕のある状況で出会った時) 

人の感覚でも、熊の存在が若干は判るので、

ワンコ達は早くから認識し、何らかの合図を送

ってくれるでしょう。立ち向かうかは？です

が・・・・       （秋田県 金沢） 

 

今年は全国的にクマの出没が多いようです。

金沢でもクマの目撃が相次いでいます。 

私は山登りが好きで、よく山に行きますが、

秋にはクマに出会うことがよくあります。でも、

クマに襲われたことはありません。クマの方が

人間に気づいて去っていきます。こちらが騒い

だり、急激な行動をとらなければ、大丈夫な気

がします。突然、クマに出会っても、クマの方

が驚いた様子で走って逃げだします。でも、ど

んなクマがいるかもわからないので、注意が必

要かもしれません。 

私は仕事の都合で仲間と日程が合わないこ

とが多いので、単独で山に入り、キノコや山ぶ

どうを採りに藪や林の中に入るのですが、本来

は一人での行動はよくないと思います。 

時にはキュ—を連れて山に行きますが、イヌ

連れのときにクマに出会ったことはありませ

ん。カモシカやウサギにはよく出会い、キュー

はそれら動くものに跳びかかるように駆け出

します。春山ではイノシシが最近増えています。

その捕獲のための檻やワナが多く仕掛けられ

ているので、犬のリードを放しているときには

注意が必要です。 

私は金沢の山際に住んでいるので、直ぐ近く

にクマが出没します。毎日のキューとの散歩コ

ースの中です。いつかクマと出会ったときに、

キューがどんな反応をするのか、見てみたい気

もするのですが。     （石川県 黒梅） 
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こんばんは。今日も忙しく疲れた一日でした。 

面白いテーマですね。 

クマの出会い・・・金沢さんや黒梅さんの考

えに同感です。鈴やラジオ等音が出る物を身に

付けるようですが、私の場合は、何も付けずに

静かに山中を徘徊しています。こちらが静かに

していると意外と早く、熊の気配を感じ取るこ

とが出来ます。 

私は 2 度ほど、数メートルの大接近距離で出

会いました。いずれも渓流釣りで、山では雪が

消えた初夏です。川が大きく曲がる岩場、その

蔭にクマが川に入っておりました。私が早く気

がついたので、口笛を鳴らして知らせたら、こ

ちらを向いて直ぐに反対側に去ってゆきまし

た。私は、冷や汗がびっしょりでしたが、とて

も冷静な対応をしたと思っています。 

もう一度は、滝壺の近くで、やはり私が先に

気がついたのですが、距離は 30～40 メート

ル。そのまま進むとクマの退路が無い条件なの

で少し引き下がりながら、口笛を鳴らしました。

当然、こちらに数メートル近くまで向かってき

ましたが、クマは右に方向を変え、山に登って

ゆきました。そのまま私に向かってきたら、釣

り竿と、背のリックを投げ捨てようと構えてい

ましたが、それは不要でした。運良く、私が早

く気がついたから･･･冷静な行動が出来ました。 

初めて出会う、犬と同じに考えての行動とな

りますが、実際は細かな配慮が必要です。例え

ば「にらめっこ」にならない工夫も必要です。

また、自分の背中を見せないことも必要です。

これらは、自分一人だから出来る事ですが、複

数だと、事情は全く別な事になります。 

イヌ連れのときにクマに出会ったことはあ

りません。黒梅さんと同様に、犬連れではまだ

一度も経験がありません。何度も奥羽山脈に入

っておりますが、私は気がつきませんでした。 

昔、良く登山をする方の話によると、犬が早

くクマを察知していたようです。状況は、水飲

み場に降りようとしたら、犬がうなり声を出し、

変だと思って様子をみたら、大きなクマがいた。

谷底なので、静かに引き下がった、と申してお

りました。犬連れが安心だった、と聞いており

ます。         （秋田県 五味） 

 

 

 
 

未だカミさんが歩ける頃、大雪山系の白雲岳

登山をやって、避難小屋裏の雪渓に親子熊を見

て、野生の熊を此の時は初めての経験だったけ

れど、動物園とは違う緊張感を覚えたのですが、

それから数年後の事、今度は石狩川の源流の沢

登りとトムラウシに登り、其の帰りに、以前に

見た白雲岳の雪渓わきを高原沼へと帰路を取

って、沼の辺で熊に遭遇！距離は６～７メート

ル位か。沼の淵を歩いている人かと思って声を

掛けようと、、、立ち上がった熊にビックリ！

熊も驚いたのか、立ち上がると向きを変えて沼

の中を、まるでモーターボートの様に走って向

こう岸へ、、、でも其の岸辺の先は私の歩いて

行く登山路だ。それからは熊に会わないかと耳

を澄まして、、、そんな事があったので、ワン

をと思ったのですが、そのワン＝竜太は山でフ

リーにすると困った事に、獣道を追って行き

中々帰ってこないのが難点で、長い時は１時間

も、、、何とか訓練すればと思いながらも、果

たせずに来て、、、帰巣本能を知ったのも、あ

るけど、、、だからといって何時間も待つのは

厳しい、、、何とか、、、と思うウチに、、、

此方も体力的にもう無理となってしまった。 

（北海道 橘） 

 

熊に出会ったことは、まだない。でも、先日

の宮城研究所を訪れた時、金沢さんがおっしゃ

っていたような漆黒の美しい毛皮を背負わせ

てもらいました。もののけ姫の映画に登場でき

そうな感じで、神妙な気分になりました。人間

の手に係ってしまった手首、鋭い爪…パーツを

観察すればそれは怖いと思ってしまいました。 

 普段の太郎との山歩きは、リードを外すので

ハイキングコースを行かないで、人が入って来
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ないようなところを選んでいます。もっぱら尾

根筋めがけて急な斜面を登って下り、谷筋を帰

ってくる。以前、メーリングで教えてもらった

わたりがそこなのか、太郎と３回の猪との遭遇

は同じ谷筋で緊張感がある場所です。初めて猪

と遭遇した太郎が果敢に追いかけては食い下

がる場面をリアルにみてからは、山歩きはなに

が出てくるかわからない怖さにぞくぞくしま

した。しばらくは、同じところに行けなかった

ほどです。しかし、見たことのない太郎の動き

や様子に感動しました。私にはわからない気配

を太郎は瞬時に察知して、まっすぐに駆け上が

っていきました。怯えたり、引き下がったりし

ない。眼光鋭い太郎は野性そのものであったよ

うに思います。生き物の気配を敏感に捉える太

郎と一緒なので、私は安心できます。太郎はい

つも少し離れたところを進んでは止まり、アン

テナを張っているかのよう。動かないで凝視し

て体を固まらせている時は私もじっとして、太

郎の緊張が緩むとほっとするのです。ひとりで

行くのは良くないと家族にいわれることもあ

りますが、また歩き方が違うような気がします。 

我が家の近くでは熊出没のニュースはありま

せんが、２時間程、高野方面に行けば熊注意の

看板はよく見かけます。実際、熊に出会ったら

どうなるか自信がないけど、お互いがいい距離

感で静かに通り過ぎれたら、自然の中の美しい

出会いになるのだろうな…金沢さんや黒梅さ

ん、五味さんが羨ましいです。 

（和歌山県 土山） 

 

みなさま、こんにちは。 

山と熊について、皆さま 1 人ひとり違った体

験や感じ方があり、読んでいて楽しかったです。

ありがとうございます。 

話は変わりますが、アメリカ大統領選挙で話

題のトランプ氏の髪型はインパクトあります

よね。うちのくろちゃんもトランプ氏みたいに

してみました。     （秋田県 藤原） 

 

お帰り！太郎 

     和歌山県 土山 仁美 

交配の為に地元を離れていた太郎が帰っ

て来ました。４カ月ぶり、元気に戻ってきて

本当にうれしい。毎日の散歩が今まで以上

に楽しくて、ついつい遠周りをしてしまう

ほどです。町中を歩くとき、自転車や知らな

い方とすれ違うので、リードをかなり意識

していないと吠えかかる心配もありました

が、不思議とそれがなくなっています。相性

の悪かった柴のオス達と出会っても、静か

に寄っていって鼻先を当ててクンクンした

り、自分のお尻を向けたり和やかにしてい

るので、相手の飼い主さんが「あれー、どう

したん！仲良くなってる！」とよく言って

くれます。それを聞く度に、太郎の成長をう

れしいと思う親バカな私です。山に入って

リードを外しても、今までならすぐ走り出

して行ったのですが、よほど気になるもの

がない限り離れないのです。なぜなのかわ

からないけど、私の前後にいてついてくる

のです。全体的におとなしくなって飼いや

すくなった太郎です。体格的には、２キロス

リムになり、太郎の動きが軽快になりまし

た。以前はもっと重量感があってドドーっ
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という感じで走っていましたが、今は、ササ

ァーって走り寄っていく感じです。２．３日

前、狭い道で突っ込んできた車をかわそう

と慌てて道の端に寄ったときの事、80 セン

チの高さで 20 センチ幅の段に太郎が飛び

乗ったのには驚きました。大げさだけどな

んか猫みたいだと一瞬思ったぐらいです。

考えたけど、1 本の足にかかる負荷が 500ｇ
軽くなったので、動きが楽になって、今まで

と違うのでは、と思います。真上から太郎の

歩きを観察していても、頭が通り抜ける幅

で全身スルーできる体型に変わっているこ

とにも気が付きました。これなら狭い藪の

ようなところでもスムースに動けるはずで

す。余分な贅肉が取れて引き締まったので、

ここから山を走らせて鍛え、筋肉をつけれ

ば良いと五味さんからご指導を頂きました。

それにしても４カ月もの長い間、研究所で

飼育管理までして頂き、本当にお世話にな

りました。わがままで怒りん坊の太郎が、す

っかり五味さんに懐いていたのにはびっく

りしました。どうしたらそうなるのか～と

今更ながら不思議に思っています。 
そして、念願でった太郎のルーツの犬達

と会えた喜びは一生忘れられない、、、しっ

かり目に焼き付きました。日々の飼育のご

苦労はいかばかりか、秋田、宮城両研究所の

活動に心から感謝するばかりです。いつか

また行ってみたいと思っています。新たに

仔犬の誕生、成長を見守る楽しみができて、

こんな嬉しいことはありません。 
 （2016.10.28） 

太郎（2013・9・12 生、黒毛、雄） 

 

五味さんに質問があります。 
どうして太郎は、おとなしくなっている

のでしょうか？ 

 
五味さんの答：土山さんと会員の皆さんへ 

 太郎の四ヶ月間は、見慣れない犬たちと

の共同暮らしになって、想像以上に多くを

学習したのではないかと考えます。以下、そ

の要点を書きます。 

太郎のその学習は、何と言っても順番で

す。食餌・散歩・スキンシップなど、どれを

とっても今までの一番から、三番目四番目

になっていました。いくら要求しても、他の

先輩らしき犬を目の当たりにする訳ですか

ら、一番を譲らざるを得ません。こうした環

境・条件では、学習能力をより発揮すると考

え、躾ける必要はありません。 

縄文柴犬は「環境適応能力」に優れている

からです。栗農園ではクマを寄せ付けない

のも、この能力が含まれていると思います。 

 次に、言葉として「栄養過多（肥満）」状

態の犬の欠点としは、「キレ」易いとか、わ

がままな行動として見る必要があります。

これも、追求すると大変に複雑な話ですが、

栄養状態のことはこれまでに会誌（例：28

号）でも触れましたので参考にしてくださ

い。因みに、6〜7 割の縄文柴犬は、この肥

満に相当しますが、苦しいのは多くの会員

がこの問題に気がついていない、深刻な側

面がある点です。（体重などの数値は、特に

重要な意味があります。） 

 全体的に体調が良ければ、感覚鋭敏で動

きは俊敏、忍耐強く持久力があり、所謂、扱

い易い犬になります。今の太郎の状態がそ

れに近いと思います。こうなると、殆どの場

合「躾ける」という事はいらなくなります。

自然体で暮らせば、多くの場合は、縄文柴犬
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の方が、飼い主やその場の状況を観察し、判

断するようになりますから・・・ 

（2016.10．29） 

川縁の公園で 

日曜の午後のひととき  

  岩手県 佐々木俊幸 

今年で２歳になる我家のタマくん(栗駒

の紅中)は、この頃やんちゃ加減が落ち着い

てきました。 

以前までは、えさを与える際や、リードに

つないで散歩に連れて行く際に、少しでも

隙を見せると犬舎出口をすり抜けて外に飛

び出し、その後連れ戻すまでに大変な思い

をさせられたのが、この頃では、そんな落ち

着きのない様子が見られなくなりました。 

犬舎を飛び出すこともなく、こちらが働

きかける様子をよく観察し、食事の時間と

わかればえさが与えられるまで犬舎内に待

機、散歩の時間となれば、喜びはしゃぎなが

ら、「早くリートをつないで」とこちらに駆

け寄ってくるのです。 

犬舎から抜け出しをしても、我家が一番

ということがわかってきたのかな？ 

大げさな話ですが、これも飼い主との信

頼関係が築かれてきた証？とワンの成長に

感心している次第です。 

晴れた日曜の午後には、ちょっとの間、リ

ードを外して近くの川縁の公園で過ごして

おりました。 

 

タマ（2014・6・30 生、赤毛、雄） 

 

竜太と暮らして（その２） 

北海道 橘 宏 

 カヌー犬にと思い、何とか水嫌いを無く

すことができないものかと、さまざま試み

るのだが、少し馴れたかなと思っても、以前

に経験したことは忘れてはいないようで、

雨上がりの散歩で、泥に汚れた体を洗い流

そうと、風呂場でシャワーをかけようとす

ると、水音で脱出しようと暴れる。何とか洗

い流すことはできたが、水辺に近寄ること

はしない。川の浅瀬を渡ることも、先に誰か

が渡る様子を見て、こわごわと瀬に入って

行く。 
 そんな用心深さがあるのに、山道を行く

時にフリーでは、どこへ行ったのかわから

ないくらいに一目散に走って行ってしまう。

姿が見えなくなるほどの興味がある何かが

あるのか、とにかく呼んでも姿を見せない

時は、まず一時間くらいは彼の帰巣本能に

期待して待つ！そして時々呼んだり、呼子

やらで合図するなどで、、、、もう置き去り

に？と思う頃に、何ともみすぼらしい姿で

現れるではないか。 
 それ以後は姿が見えなくなるような藪の

多い所ではフリーにしないことにした。行

方不明状態が２回ほどあって、姿を現す時

の姿は本当にしょぼくれている。だから叱

ることもできない哀れさで、つい甘やかし

てしまう。 
 そういう状況になるかもしれない場所で

の、フリーな状態にすることがいけないの

だろう。 
そんな反省点があるのだが、首輪を止め

てハーネスに変えたのも、外の小屋暮らし

を止めたのも、いろいろと訳ありだ。 
首輪をあまり締めるのはと、首に喰い込

まない程度でつけていたのだが、キタキツ

ネが小屋近くにやって来たらしく、それを

追うために首輪を、なんと後ずさりして抜

け出して、追って行ったのだ。この時は、す

ぐ裏手の鉄道線路を越えて、線路端の鉄道

林の中を走って、住宅地周辺をうろついて
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いたが、呼ぶ声と笛で気づいたらしく姿を

見せた。以後首輪を止めてハーネスに変え

たのだが、それでも何とか脱出を考えたら

しく、しきりと後ずさりしたり、鎖を喰い千

切ろうとするが、あきらめたようだ。 
竜太（２０００・９・４生、赤毛、雄） 

初秋の頃 コスモス・菊の花、ホオズキが色づいて 

 

 小屋住まいは、出入が自由だから嫌がら

ないが、ケージの中には入らない。何とか入

らないかと工夫してみるけれど、無理なよ

うだ。入口の扉が開いていると入るが、そこ

で横になるということはない。フェリーの

ペットルームのケージに入れるのに汗だく

になり、１時間以上も格闘してやっと入れ

た。そんなに嫌ならと、フェリーに乗船前

に、ケージに入れて乗ってみた。着船して車

の所に行ったら、なんと助手席の窓に「竜

太」の顔が。プラスチックのケージの扉を噛

み破って出たのだ。 
 それ以後は、車の中にそのままの旅とな

った。フェリーでの旅は乗船から目的地ま

での 8〜12 時間だが、その間の排尿を考え

ると、若い時はいいが、8 歳過ぎからは長時

間の船旅は無理では、と思えるようになっ

た。 
 小樽から秋田へは 10 時間以上の船旅。苫

小牧から八戸へは少し短時間ということで、

秋田への船旅は竜太が 10 歳ころから八戸

への旅となった。そして帰路は青森から函

館へと、短い船旅をする。今では長時間の船

旅にはストレス解消などを考えたのか、ペ

ットとの船旅とか、遊び場設置などが作ら

れたが、まだその利用は考えていない。 
竜太とは理事会や交流会出席のために、

大曲を通過することが何回かあったが、そ

の都度鼻先を窓側に向けて甘えた声を出す

のだ。懐かしい臭いを感じてなのか、だから

五味さんを尋ねないわけにはいかない。嗅

覚の発達とその記憶力とに驚く。 
 子犬をと思い雌犬の“未来”を飼い、会員

をとの希いは果たせなかったが、この 15 年

の様々な竜太との暮らしで、気づかせてく

れた縄文柴犬の魅力は、私の暮らしの中で

大変な生きがいを与えてくれたことに感謝

している。 
もう疲れたか！ 

 

 秋、まだ元気だった頃 ここが休む定位置 

未来（2013・11・12 生、白毛、雌）とともに 

 

リュウが変わったのは？ 

群馬県 桒原明美 

リュウはもうすぐ 8 歳になります。人間

で言うと 45～50 歳くらいでしょうか。年齢

と共に体力が落ち性格も丸くなっていくの

は、人も犬も同じなのかと、リュウを見て思

うこの頃です。 

思い返すと若年時のリュウは本当にエネ
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ルギッシュな犬でした。散歩中、他の犬を見

つけると背中の毛を逆立てて向かっていこ

うとするし、通行人への噛み付きの心配が

あり、進行方向の確認をし、引き綱は二重巻

きでしっかり持ち、なるべく人に接近しな

いように歩いたものでした。（実際事故もあ

りましたが（泣） 

リュウとの散歩は楽しくもありましたが、

気を張り続け、帰ってくるとホッとすると

いうか精神的にドッと疲れのでる何とも妙

な散歩でした。 

リュウがこうも激しい性格になってしま

った原因を私なりに考えると、生後一ヶ月

程で私のところへ来たので、親から社会性

を学んでいなかったこと。職場関係上で幼

犬期に警察犬訓練所に通ったことで必要以

上の厳しい躾をしてしまったこと。ウィー

クデーは仕事で 12 時間は留守、子供も家か

ら出ていて一人生活のため、人にも犬にも

触れ合う時間が極端に少なかったこと。が

思い浮かびます。 

そこで五味さんにお伺いしたいのですが、

これらは性格や行動形成に大きく影響があ

ったのでしょうか？それとも他の要因も考

えられますか？ 

リュウ（2008・11・19 生、白毛、雄） 

 
リュウが 3 歳の頃、秋田の五味さんに預

けたことがありましたが、五味さんなら犬

を見て生い立ちや育て方、環境がすぐにわ

かってしまうでしょうから、リュウを見て

やれやれと思われたことでしょう（笑） 

ところがそんなリュウが 2 年前から変わ

りました。 

きっかけは、趣味のテニスの再開でした。

リュウとの散歩中、家のすぐそばの廃校に

なった私大の西門が開いていたので入って

いくと、テニスコート。その向こうは草ぼう

ぼうの広いキャンパスが広がっていて、「も

ったいないなぁ、ここでリュウを思いっき

り走らせてやれたらなぁ・・・」と思いなが

らも、人がいてはリュウを放せないので一

回りして帰ってきました。その後も気にな

り、毎週土日は開門時に散歩に行くように

なると、リュウもテニス愛好家に顔なじみ

となり、私もずっと気になっていたテニス

を再開することになりました。テニスには

リュウを連れて行き、コート脇に繋いでお

くのですが、クラブ員の中に馬術歴 50 年の

馬大好き人がいて、近づくと吠えるリュウ

をいとも簡単に落ち着かせ、さっさと散歩

に連れ出すのです。動物に対する心得は犬

も馬も共通するところがあるんだと実感し

た場面でした。こうして馬好きクラブ員か

ら始まり、徐々に犬好きクラブ員が交代で

散歩してくれるようになり数ヶ月、気付い

てみたら散歩道を歩く人に無反応！環境次

第でこうも変わるものかと驚きの体験をし

ました。 

こうして人に慣れたはいいが、縄文柴犬

の特質である野性は失われてはいないかと

又々心配になります。野性味は失いたくな

いが、住宅密集地で飼うには野生が強けれ

ば飼いにくくなるという、相反する現状が、

いつも頭の中で交錯するのです。 

結局ここで飼う以上、この社会に順応し、

且つ縄文柴犬の特質を保持するように心が

けながら飼うしかないのかなと結論を出し、

自分を納得させています。 

そして、ここ 2～3か月前からリュウの行

動で大きく変わったことがあるので、追記

します。 

前は、リュウを放すのは、相当の山奥の絶

対人の来ない所まで行かなければなりませ

んでしたが、人慣れしてからは利根川岸の

崖下の藪で放しています。ところが前はこ

の河原で放すと、石垣を登ったり、見えなく

なるほど遠くまで探索に行っていたリュウ

が、2～3ヶ月前から、急に私の周り 15ｍ位
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から遠くへ行かないのです。知らない山に

連れて行くと 10ｍより離れないのです。 

五味さん教えてください。これは年齢の

せいでしょうか？何かのショックで臆病に

なったのでしょうか？ 

 

リュウには次々と悩まされ考えさせられ

ながらも、もう少しで 8 年のお付き合い。

最近はリュウを放したとき呼び寄せる以外、

私からほとんど声を発しません。私の動き

を読み取れる年齢になったようです。 

決して上手な飼い主ではないけれど、私

を主人と慕ってくれるリュウは本当に良き

パートナーです。 

五味さんの答：桒原さんへ 

ここでいう性格や行動形成の変化と影響､

という問題は私にはとても難しく、一概に

述べられない点を冒頭にお断りします。桒

原さんの場合､幼犬時期の接し方について

相談を受けた記憶がありますので､そのこ

とを念頭に、ごく一面的ですが触れてみま

す｡ 

リュウがまだ幼犬から若犬の成長期に､

乱暴で､飼い主も触れられない。そこで桒原

さんは､訓練所に預けたりしていました｡そ

の出来事は、その後の行動にも非常に大き

く関わったのだろうと考えます｡オトナに

なったリュウを預かって接した事もあり、

それらを考えると､触れ合う時間が多いか

少ないかが問題では無いと考えます｡（注記

参照）大事なことは､犬との散歩なり触れ合

う時間が､飼い主として「心から楽しくして

いた」か、或いは「信頼関係」がどうか？と

いうことになると思います｡厳しい表現で

すが､飼い主の気分で､訳もなく褒めたかと

思うと、「駄目」とか「コラ」と感情をぶつ

けるような事が繰り返しあった場合､犬の

側からすると「訳の分からない接し方」にな

り､判断に困り､不安定な行動になるのでは

ないでしょうか｡この問題は､直接飼い主の

「投影」だと考えても､的外れではないので

は？と私には思えます｡ 

今回の内容によると､その後リュウが飼

い主として「褒められる犬」になったとの主

旨で書かれています｡オトナになったリュ

ウが知らない私や､宮城の研究所に預けら

れたときの学習は､その後に生かされてい

た筈です｡ 

テニス場で、飼い主が楽しんでいる環境

も重要だろうと思われます。また動物に詳

しい方のことも書かれていますので、それ

も関係があるのでしょう。しかし､リュウの

行動の変化については､テニス場の事や加

齢だけで大幅に変化したとは通常考えられ

ないのです｡私はもうここ何年か、リュウの

観察から離れておりますので、これ以上の

事は述べられません｡ 

注記：春から秋までの数ヶ月間､クマの追

っ払いをして栗農園を守る縄文柴犬の場合、

飼い主との触れ合いは､一般的に考えると

極端に少ない時間です。しかし､見事に番犬

の役目を遂行し､飼い主にはとても良くな

ついています。犬は日常が山の中ですから、

知らない人と知ってる人､或いは外敵(獣類)

を明確に区別し､全身で対峙しています｡こ

の点は､所謂､町中の犬との大きな環境･条

件の違いになり、これは､躾をしたからでは

ありません｡ 

冒頭の「性格と行動形成の変化」という問

題には､多くの事柄が含まれますが、ここで

は飼い主を含めた環境･条件に左右される

と言う意味で一端を述べてみました｡ 

（2016.11.10） 
クラウドファンディングへのご協力に心よ

り感謝申し上げます。 （ＪＳＲＣ事務局） 

目標には達しませんでしたが、多くの方に縄文

柴犬研究センターの活動を知ってもらう機会とな

りました。これからも繁殖と里親の拡大をめざす

募金活動を続けます。ありがとうございました。 
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